
かけはし 
   

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 
 

 

  

編
集
・
発
行 

 

老
人
保
健
施
設 

ゆ
う
ゆ
う
村 

岡
山
県
高
梁
市
東
町
一
八
六
六-

三 
 

 
 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
〇
八
六
六
）
二
二-

〇
六
六
六 

 
 

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
八
六
六
）
二
二-

〇
六
六
五 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 

発
行
日 

令
和
八
年
八
月
一
日 

Vol.422 

令和 8 年 ８月 

老人保健施設ゆうゆう村 
 

 
 
  

 
 

 

八
日
（
土
）
お
茶
会 

 

一
〇
日
（
月
）
散
髪
（
理
容
西
林
） 

 

一
四
日
（
金
）
備
中
松
山
踊
り
団
体
連 

参
加 

 

一
九
日
（
水
）
誕
生
日
会 

み
ん
な
で
備
中
松
山
踊
り
を
踊
り
ま
し
ょ
う
♪ 

 

二
四
日
（
月
）
散
髪
（
ヘ
ア
ー
ズ
オ
オ
ツ
キ
） 

 
 

 
 

 
 

 

吉
備
国
際
大
学
作
業
療
法
学
科 

医
療
保
健
福
祉
体
験
実
習 

 

二
五
日
（
火
）
お
楽
し
み
会 

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
作
り
♪ 

 

二
七
日
（
木
）
倉
敷
中
央
病
院 

研
修
医 

来
所 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
済
生
会
総
合
病
院 

研
修
医 

来
所 

 

三
一
日
（
月
）
玉
野
総
合
医
療
専
門
学
校 

作
業
療
法
地
域
実
習 

7 月誕生日会 
7 月 29 日（水） 

ゆうゆう村理念 

1. 私たちは、あたたかい心を育み、誠意と愛情をもって皆様にお応えしたいと思っています。 

2. 私たちは、皆様の喜びを共の喜びとし、一緒に歩んで行きたいと思っています。 

3. 私たちは、郷土に愛される施設をめざし、地域の方々とのより広く強い連携を持ちたいと願っています。 

4. 私たちは、知識の習得と、技術の向上に努めます。 

 数年ぶりにボランティアの皆さんをお招きし、待望の

歌謡ショーを開催♪♪「岸壁の母」「あんこ椿は恋の花」

「好きになった人」等々、馴染みの曲に皆さん手拍子を

して会場は大盛り上がり。 

最後にはアンコールも沸き起こり、笑顔にあふれた楽し

い誕生日会になりました。 

☆
八
月
一
日
か
ら
、
後
期
高
齢
者
医
療
資
格
確
認
証
、
介
護
保
険
負
担
割
合
証
、 

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
（
該
当
者
）
が
更
新
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
持
参

下
さ
い
。 

ま
た
短
期
入
所
ご
利
用
者
も
、
利
用
時
に
ご
持
参
下
さ
い
。 

 

☆
通
所
リ
ハ
ビ
リ
（
お
盆
の
営
業
に
つ
い
て
） 

 

お
盆
期
間
も
、
通
常
通
り
営
業
い
た
し
ま
す
。 

 

☆
夏
服
に
つ
い
て 

 

熱
中
症
対
策
と
館
内
の
冷
房
対
策
の
た
め
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

服
装
は
、
体
温
調
節
が
し
や
す
い
薄
手
の
長
袖
が
望
ま
し
い
で
す
。 

ま
た
ご
持
参
時
に
は
、
氏
名
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

☆
お
盆
の
面
会
に
つ
い
て 

 

お
盆
期
間
中
に
お
き
ま
し
て
も
、
通
常
通
り
面
会
を
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。 

 

事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。
午
後
二
時
か
ら
午
後
四
時
の
間
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。
面
会
は
一
回
一
五
分
以
内
、
二
人
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

来
所
の
際
は
、
事
務
所
に
お
声
か
け
い
た
だ
き
、
体
調
確
認
を
し
て
、
各
フ
ロ

ア
ー
へ
上
が
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
フ
ロ
ア
ー
へ
上
が
ら
れ
た
際
と
お
帰
り
の

際
は
必
ず
ス
タ
ッ
フ
へ
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

 

☆
入
浴
日
の
変
更
に
つ
い
て 

 

八
月
一
一
日
（
祝
日
） 

→
 

八
月
一
二
日
（
水
）
と
な
り
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ボランティアによる

歌謡ショー 

の
行
事
予
定 

 

池田スミヨさん 
（大正１５年７月１５日生まれ） 



 

  

 
 

 

     

 

 

  

   

 

 

通所リハビリ 

        

 

リハビリ室の風景 

８月の壁画「夏だ！花火だ！」

 

城南高校生から手作りうちわ

をいただきました★★ 

在宅復帰への取り組み 

老人保健施設の役割として、在宅復帰・在宅生活支援が大きく求められています。当施設に於いて

も、ご利用者・ご家族と協力し計画的に在宅復帰を支援する取り組みを行っています。昨年７月１日

より加算型老健施設から在宅強化型老健施設へと施設類型がアップしました。昨年度１年間では、全

退所者のうち自宅へ帰られた方は（在宅復帰率）４０％となっています。   

医師・看護・介護・リハビリ・管理栄養士・ケアマネ・支援相談員など多職種で協力し、ご利用者

の「家に帰りたい」という思いとご家族の思いに寄り添いつつ、在宅復帰を支援しています。 

          入所から退所に向けての流れは？ 

①入  所 入所前後訪問…自宅を訪問し、環境を確認し今後のリハビリに活かしたり、環境整 

備、住宅改修等の提案も行います。 

②入所時カンファレンス…入所中に取り組むことや目標を話し合います。 

③入所中 その方の状態に合わせたリハビリの実施、在宅復帰に向けて、日々の介助方法など  

 随時検討します。 

リハビリ見学、移乗・食事介助やオムツ交換の方法、栄養指導などをご家族へ行います。 

④外出・外泊…自宅での動きを確認し介助指導を行います。  

 必要に応じてケアマネや福祉用具業者も同行します。 

⑤退所前カンファレンス…在宅生活の注意点や退所後のサービスの内容を検討します。  

⑥退 所 退所後訪問…介助方法や生活全般でご家族が困っていること等の相談や指導を行い

ます。 

 
老人保健施設 病 院 

家 庭 
通所リハビリ 

入所・ショートステイ 

 

在宅復帰 

入 所 

訪問リハビリ 

ご家族の感想 

「家での介護は大変ですが、在宅サービスを使ったり、ゆうゆう村の皆さんにフォローしてい

ただきなんとか頑張っています。母との会話は多くはありませんが、一緒に過ごすことが出来

て良かったです。いつもはなかなか会えない家族とも会えて母も喜んでいると思います。」 

ボランティアと一緒に提灯づくり 

梅干し作りに挑戦！

梅を干して、しそを

摘んで洗って、漬け

込みました。上手く

漬かるかな？ 


